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第 ４ 回   熊本県議会  文教治安常任委員会会議記録 

 

平成24年９月13日(木曜日) 

            午前10時34分開議 

            午前11時８分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第４号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第５号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

 ――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 山 口 ゆたか 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 上 田 泰 弘 

        委  員 橋 口 海 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 松 葉 成 正 

教育総務局長 松 永 正 男 

教育指導局長 瀬 口 春 一 

教育政策課長 田 中 信 行 

学校人事課長 栁 田 誠 喜 

社会教育課長 石 川 仙太郎 

文化課長 小 田 信 也 

首席審議員兼施設課長 後 藤 泰 之 

高校教育課長 上 川 幸 俊 

政策監兼         

高校整備推進室長 山 本 國 雄 

義務教育課長 緒 方 明 治 

特別支援教育課長 髙 橋 次 郎 

人権同和教育課長 池 田 一 也 

体育保健課長 城 長 眞 治 

警察本部 

本部長 西 郷 正 実 

警務部長 黑 岩   操 

生活安全部長 岡   正 憲 

刑事部長 堀 江   伸 

交通部長 浦 田   潔 

警備部長 髙 橋 功 作 

首席監察官 木 庭   強 

参事官兼警務課長 吹 原 直 也 

参事官兼会計課長 赤 星   裕 

理事官兼総務課長 甲 斐 利 美 

参事官兼         

生活安全企画課長 浦 次 省 三 

参事官兼刑事企画課長 牧 野 一 矢 

参事官兼交通企画課長 飯 田   繁 

理事官兼交通規制課長 奥 田 隆 久 

参事官兼警備第一課長 佐 藤 正 泉 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 徳 永 一 博 

     政務調査課主幹 桑 原 博 史 

――――――――――――――― 

  午前10時34分開議 

○溝口幸治委員長 それでは、ただいまから

第４回文教治安常任委員会を開会いたしま

す。 

 本日は、本会議を休憩しての委員会であり

ますので、審査を効率的に進めるために、質

疑応答は付託議案及び災害関係に限らせてい

ただきます。皆様の御協力をお願いいたしま

す。 

 なお、９月10日付で警察本部警務部長の異

動があっておりますので、自己紹介をお願い

いたします。 

  (黑岩警務部長の自己紹介) 

○溝口幸治委員長 それでは、本委員会に付
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託されました議案を議題とし、これについて

審査を行います。 

 まず、議案について執行部の説明を求め、

その後に質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部の説明は、簡潔に、かつ着席

のままで行ってください。 

 それではまず、田崎教育長から、教育委員

会関係議案の総括説明をお願いいたします。 

 

○田崎教育長 おはようございます。議案の

説明に先立ちまして、一言お礼を申し上げま

す。 

 委員各位におかれましては、去る８月29日

から31日まで、新潟県、福島県において、拉

致問題、文化財とまちづくり、特別支援教

育、防災教育等について視察をいただき、あ

りがとうございました。 

 その際、貴重な御助言、御指導をいただき

ましたことに対しまして、改めて感謝申し上

げます。 

 拉致問題に係る人権教育、伝統的建造物群

の保存と地域づくり、特別支援教育と福祉施

策との連携、学校における防災教育の内容な

ど、今後、視察先の取り組みを参考に、本県

でも取り組んでまいりたいと存じます。 

 次に、先般報道がございましたが、本県内

の公立中学校において、いじめによる自殺が

起きたことについて、大変厳しく受けとめて

おります。 

 児童生徒の生命を守ることは、私の大きな

責任の一つでございます。いじめに対するこ

れまでの対策をしっかりと検証し、このよう

なことが二度と起こらないよう対策を強化し

てまいります。 

 それでは、今議会に先議分として提案申し

上げております教育委員会関係議案の概要に

つきまして御説明をいたします。 

 ７月12日の熊本広域大水害によりまして、

教育関係施設へ８億7,000万円余の被害が発

生いたしました。先議分として、教育施設災

害復旧費7,200万円余を計上しております。 

 詳細につきましては、担当課長から説明い

たしますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 

○田中教育政策課長 それでは、７月12日に

発生いたしました熊本広域大水害につきまし

て、資料の平成24年７月12日熊本広域大水害

に係る被害状況等について、これによりまし

て、被害の概要及び被害額について御説明い

たします。 

 表紙をおめくりいただきまして、１ページ

をお願いいたします。 

 今回の豪雨災害の被害概要を取りまとめて

おります。 

 まず、人的被害についてでございますけれ

ども、今回の豪雨によりまして九州各地で被

害が発生しておりますが、本県だけで23名の

方が犠牲になられております。そのほとんど

が山腹崩壊に伴うものでございます。 

 次に、住家被害についてでございます。 

 県下多くの地域で発生しておりまして、全

壊家屋が211棟、半壊家屋は阿蘇市を中心に

1,278棟、床上・床下浸水家屋合わせて全体

で3,600棟を超える住家が被害に遭われてお

ります。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 各分野ごとの被害状況でございます。９月

７日現在で、被害総額は711億1,300万円とな

っております。主な分野は、公共土木施設を

初め、農林水産関係、教育関係施設、警察施

設など、記載のとおりでございます。被害額

につきましては、現時点で判明している分で

ございますので、今後変わる可能性はござい

ます。 

 その下には、過去の災害の被害額を参考と

して掲載しております。 

 続きまして、３ページ以降は、参考まで

に、これまでの本県の主な対応について時系

列で掲載しております。恐れ入りますが、こ
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の説明は省略させていただきます。 

 次に、教育関係施設の被害状況につきまし

て、別資料でＡ４の資料を２枚用意させてい

ただいております。 

 教育関係施設の被害状況というタイトルの

もので説明させていただきたいと思いますの

で、ごらんいただければと思います。 

 １の学校施設でございます。 

 阿蘇中学校の浸水、フェンス倒壊など、60

施設で５億5,700万円の被害が出ておりま

す。この学校施設被害状況の学校の一覧は、

またもう一枚の被害学校等一覧に全部で60施

設の学校等を掲載しております。 

 次に、２番の文化施設でございます。温故

創生館の斜面崩壊など、６施設で8,500万

円。 

 ３の体育施設でございます。藤崎台県営野

球場の石垣崩壊など、９施設で１億3,300万

円。 

 ４の社会教育施設でございます。 

 文化会館のところに書いてありますが、泗

水ホールの浸水など、５施設で9,900万円で

ございます。 

 市町村施設等も含めまして、９月７日現在

で、教育関係施設の被害額合計は８億7,400

万円でございます。 

 なお、この資料の裏面に、主な施設の当時

の被害状況写真をつけておりますので、ごら

んいただければと思います。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

 

○溝口幸治委員長 教育関係の議案を引き続

き説明をお願いします。 

 

○田中教育政策課長 それでは、引き続き、

教育委員会所管の平成24年度８月専決予算の

総括説明を申し上げます。 

 お手元の説明資料、平成24年度８月専決予

算の資料をお願いいたします。 

 おめくりいただきまして、１ページをごら

ん願います。 

 補正を計上した事業は、社会教育課、文化

課、施設課、体育保健課の４課分の一般会計

に係る事業でございまして、補正額は合計7,

200万円余の増額をお願いしております。 

 以後は、関係課から資料に基づき説明いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 

○石川社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 ２ページの上段をお願いいたします。 

 教育施設災害復旧費として419万8,000円を

計上しております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の社会教育施設災害復旧費の(1)青少年

教育施設災害復旧事業でございますが、これ

は、平成24年７月熊本県立あしきた青少年の

家に落雷があったことにより故障した各種設

備を復旧するための経費でございます。 

 以上になります。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○小田文化課長 文化課でございます。 

 ２ページの下段をお願いいたします。 

 教育施設災害復旧費として636万8,000円を

計上しております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の社会教育施設災害復旧費の(1)文化財

保存災害復旧事業でございますが、７月12日

に発生いたしました熊本広域大水害に係る災

害復旧費を計上しております。装飾古墳館敷

地内の道路陥没補修と鞠智城跡敷地内の斜面

崩壊補修に伴う災害復旧のための設計委託費

及び安全確保のための応急処置費用を計上し

たものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○後藤施設課長 施設課でございます。 
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 ３ページの上段をお願いいたします。 

 教育施設災害復旧費でございますが、173

万円を計上しております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の現年教育施設災害復旧費の(1)公立文

教施設災害復旧指導監督事務費でございます

が、これは７月12日に発生した熊本広域大水

害によって被災した市町村立学校施設の災害

復旧に係る国との連絡及び市町村に対する指

導、調査、検査などに要する事務費でござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○城長体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 ３ページの下段をお願いいたします。 

 教育施設災害復旧費でございますが、右側

の説明欄にございます１の社会教育施設災害

復旧費の(1)藤崎台県営野球場災害復旧事業

として5,974万5,000円を計上しております。 

 ７月12日に発生しました熊本広域大水害に

より、藤崎台県営野球場の駐車場入り口付近

の石垣が長さ20メートルにわたって崩壊しま

した。また、その左右の90メートルについて

も、石垣のすき間に亀裂が広がっておりま

す。このため、崩壊箇所及び石垣全体の災害

復旧等の工事を施行することとしたものでご

ざいます。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○溝口幸治委員長 続いて、西郷本部長から

警察本部関係議案の総括説明をお願いいたし

ます。 

 

○西郷警察本部長 常任委員会の皆様方に

は、平素から警察行政の各般にわたり深い御

理解と温かい御支援をいただいておりますこ

とに対しまして、まずもって心からお礼を申

し上げます。 

 特に、溝口委員長におかれましては、御多

忙中にもかかわりませず、７月の永年勤続警

察職員表彰式に御臨席をいただき、また、先

日は、委員長を初め、委員の皆様方には、管

外視察として新潟県における拉致現場視察や

東日本大震災における福島県警の活動状況に

ついて御視察をいただき、まことにありがと

うございました。重ねてお礼を申し上げま

す。 

 県警察におきましても、拉致問題について

は当然でありますが、これらの事案以外に

も、北朝鮮による拉致の可能性を排除できな

い事案があるとの認識のもと、関係機関と連

携の強化を図りつつ、警察の総力を挙げて徹

底した捜査や調査を進めているところであり

ます。 

 また、災害対策につきましても、東日本大

震災の発生を踏まえ、県警察組織全体で、そ

のあり方について検討を加えながら、できる

ことから順次、対策の充実を図っているとこ

ろであります。 

 そのような中で、今回熊本広域大水害が発

生し、県下で23人の方が亡くなり、いまだに

２人の方が行方不明となっており、3,600棟

を超える家屋が被災いたしました。 

 改めて、亡くなられた方々の御冥福をお祈

り申し上げますとともに、被害を受けられた

方々に対し、お見舞いを申し上げます。 

 県警察におきましては、災害警備本部や現

地警察署を中心に、組織の総力を挙げ、被災

者の救出・救助活動などの災害対策を展開し

たわけでありますが、今後とも行方不明者の

捜索を続けますとともに、災害対策の強化を

図り、県民の皆様の期待と信頼に応えていく

所存であります。 

 今回の大水害では、阿蘇警察署庁舎を初め

とする警察施設なども被災をいたしましたけ

れども、これらに関して提案しました警察関

係議案の２件について説明をいたします。 
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 第４号議案につきましては、７月補正予算

として行いました災害復旧に関する知事専決

処分の報告及び承認についてでありますが、

これは、被害を受けた警察施設や警察車両の

速やかな災害復旧を図るため、警察施設災害

復旧費として1,778万円、警察装備品災害復

旧費として935万7,000円、合計2,713万7,000

円の補正予算が７月23日付の知事専決により

編成されたものであります。 

 第５号議案につきましては、８月補正予算

として行いました災害復旧費に関する知事専

決処分の報告及び承認についてであります

が、これは、被災した警察装備品及び交通安

全施設の復旧を図るため、警察装備品災害復

旧費として、第４号議案として盛り込まれて

おりますもの以外の724万1,000円、交通安全

施設災害復旧費として1,528万8,000円、合計

2,252万9,000円の補正予算が８月８日付の知

事専決により編成されたものであります。 

 詳細につきましては、担当者から説明をさ

せますので、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

○溝口幸治委員長 次に、警察関係の被害状

況及び付託議案について、赤星会計課長から

説明をお願いいたします。 

 

○赤星会計課長 それでは、警察施設等の被

害状況から御報告させていただきます。 

 配付しております警察施設の被害状況、写

真つきのＡ４横長のものでございますけれど

も、これをお願いいたします。 

 警察施設では、阿蘇署１階部分の会議室、

交通係執務室及び内牧交番が床上浸水の被害

を受けており、警察署に隣接する署長宿舎等

においても床上・床下浸水の被害に遭ってお

ります。しかし、阿蘇署も内牧交番も水道、

電気等の被害はなく、特に特段の業務に対す

る支障はありませんでした。これら施設の被

害総額は約1,900万円であり、現在復旧工事

を進めており、10月には全ての復旧工事を完

了する予定でございます。 

 次に、警察装備品の被害ですが、４輪７

台、原付３台の計10台の車両が被害を受けて

おり、使用不能の車両が４台、修繕を要する

車両が６台となっております。また、災害活

動用の耐熱服や発電機、空気呼吸器といった

資機材も浸水の被害により使用不能となって

おります。これら警察装備品の被害総額は約

1,700万円であります。しかし、これも10月

中には更新が完了する予定でございます。 

 最後に、交通安全施設の被害状況について

は、信号機12カ所、光ビーコン等６カ所、道

路標識36本が被害を受けており、被害総額約

1,500万円となっております。これら被害施

設の全般的な復旧は年内に完了する予定でご

ざいますが、信号機の滅灯等、急を要するも

のについては、仮設制御器の設置等により道

路交通に支障を来すことがないようにしてお

ります。 

 以上、合計約5,100万円が警察施設等の被

害となっております。 

 引き続きまして、予算関係議案について、

お手元の説明資料に基づいて御説明いたしま

す。 

 なお、補足資料として、Ａ４縦長について

も配付しておりますので、あわせてごらんい

ただくようお願い申し上げます。 

 説明資料の１ページをお願いいたします。 

 第４号議案専決処分の報告及び承認につい

てでございます。 

 これは、熊本広域大水害により阿蘇署が浸

水するなどの被害を受けたことから、警察活

動に支障を来さないよう緊急性が高い警察施

設及び車両の復旧を図るため、７月23日付で

知事専決処分による補正予算が行われたもの

でございます。 

 補正予算の総額につきましては、警察施設

災害復旧費で2,713万7,000円となっておりま

す。 
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 内訳としまして、説明欄の警察施設災害復

旧費1,778万円は、阿蘇署、内牧交番及び署

長宿舎等の復旧に要する経費であり、内容に

つきましては、補足資料に列挙のとおりでご

ざいます。 

 次に、警察装備品災害復旧費935万7,000円

につきましては、阿蘇署等の駐車場に濁流が

流れ込み、車両10台が浸水し、走行不能とな

っております。これら車両の更新、修繕に要

する費用でございまして、補足資料に列挙の

とおりでございます。 

 次に、資料２ページをお願いいたします。 

 第５号議案専決処分の報告及び承認につい

てでございます。 

 これは、８月８日付で知事専決処分により

補正が行われたもので、８月補正予算は、水

害に関し社会産業基盤の機能回復等に要する

もので、緊急に対応すべき事案について補正

が行われたものでございます。 

 ８月補正予算の総額につきましては、災害

復旧費で2,252万9,000円となっております。 

 内訳としまして、説明欄の警察装備品災害

復旧費724万1,000円につきましては、阿蘇署

が浸水し、倉庫等に保管してありました消耗

品及び備品が使用不能となったことから、こ

れらの警察活動に必要なものについて購入す

るための経費であります。内容としまして

は、補足資料に列挙のとおりでございます。 

 次に、交通安全施設災害復旧費1,528万8,0

00円につきましては、信号制御器等の水没や

落雷による光ビーコン等の障害が発生してお

り、また、崖崩れや濁流等によりまして道路

標識が損壊するなどの被害を受けておりま

す。これら被災した交通安全施設を復旧させ

るための経費でございます。 

 以上のとおり、７月と８月専決分を合わせ

まして、警察施設に係る災害復旧費の歳出予

算総額は4,966万6,000円となります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○溝口幸治委員長 説明が終了いたしました

ので、まず教育関係について質疑を受けたい

と思います。質疑はありませんか。 

 

○大西一史委員 まず、１つ、いろいろと教

育施設に関しても被害がたくさん出ているよ

うで、できるだけ早く復旧していただくよう

にやっていただきたいというふうに思いま

す。 

 ただ、今回専決の承認ということですから

あれなんですが、ある程度我々も――専決処

分というのは、地方自治法の第179条でした

っけ、で決まっていますから、それはそれで

手続として結構なんですが、やっぱりできる

だけ被害の状況とか、こういうものというの

は、やっぱり事前に、できる限りわかる範囲

で関係の委員には知らせていただきたいとい

うことです。 

 これは警察本部のほうにもそうですけれど

も、やっぱり緊急性を要する災害時ですの

で、それはもう議会を一々開く時間的な余裕

もないということで、地方自治法を適用して

専決処分という判断をされたんだろうという

ふうに思いますが、やっぱりそうは言って

も、どういったところが被害を受けている

か、それからどのくらいの規模が必要なのか

というのは、やっぱりその後のいろんな審議

においても必要ですので、できるだけ詳細な

ものを――これは法律で義務づけられていま

せんけれども、今後できるだけ審議をスムー

ズにしていくためにも、特に規模が大きかっ

たので、そういうことをお願いしておきたい

ということ、これは要望をしておきます。 

 それから、もう１つ、これは被害学校等々

の一覧もいろいろ出ていますが、今回の災害

で、恐らくこんなはずではなかったとか予期

しなかったというようなことが起こっている

ことがたくさんあろうかというふうに思いま

すが、そういったものの洗い出し、例えば今

回の災害を受けて、今後は整備しといた方が
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よさそうな箇所はどういうところがあるのか

とか、そういった点検というのはなされてい

ますか。もしくはそういうものがあるかどう

かというのをお尋ねしたいんですが。 

 

○後藤施設課長 施設課でございますけれど

も、県有施設につきましては、今回ほとんど

軽微なもので終わりましたけれども、基本的

に土砂災害とか起きないようなところとか、

河川の流域はハザードマップを見ていただく

とか、そういうふうにしております。 

 市町村は市町村のほうでつくられますけれ

ども、各自治体に対しても、できるだけ安全

な場所でつくるように、学校をつくる話があ

ったときに申しておるという状況でございま

す。 

 ただ、残念ながら、阿蘇中とか、まさにで

きたばかりの学校が浸水いたしましたので、

この辺は、やっぱり想定外という言葉はあれ

ですけれども、設計会社もちょっと考えてな

かったというふうな状況だったと聞いており

ます。 

 以上です。 

 

○大西一史委員 今みたいに、これは災害が

起きてこないとわからないんですが、起きた

ときにわかることというのがたくさんありま

すので、その辺をやっぱりきちんと点検をし

ていただきたいと思います。 

 私は、結構学校現場にも幾つか災害のとき

に行ったんですけれども、私の出身校の白川

小学校というのが熊本市内の町なかにありま

すけれども、これは白川のすぐ脇だから白川

が氾濫して水が来てるのかと思ったら、そう

じゃないんですよね。裏の井手川が氾濫をし

て、要はそこで水浸しになって浸水している

というような状況があるんですね。だから、

全くそっちのほうには注意が向いてないとい

うところに行ってますので、そういったとこ

ろの点検というのはしっかりしていただきた

い。 

 それから、例えばいろんな装備品だとか、

これは警察のほうもあるかもしれませんけれ

ども、今後、この災害を受けて準備しておい

たほうがいいようなものというのがないかと

いうのも点検した上で、次の議会なり何なり

で検討していくべきじゃないかなと思います

ので、以上申し上げておきます。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにありませんか。 

 

○小杉直委員 このことは後議の委員会で詳

しく議論したいと思いますけれども、教育長

の説明要旨の中で「いじめに対するこれまで

の対策をしっかりと検証し、このようなこと

が二度と起こらないよう対策を強化してまい

ります。」というようなことですたいな。こ

れについては、教育長答弁でもいいし、ほか

の所管課長の答弁でもいいわけですが、アバ

ウト的にどういうふうな方向の対策を考えて

おられますかね。 

 

○田崎教育長 きょう御挨拶の中で申し上げ

ましたけれども、私としては、これまでいじ

め問題について、熊本県としてはしっかり取

り組んできたつもりでございます。昨日新聞

報道等もございましたけれども、件数として

1,000人当たりで見ますと全国一というのが

４年続いておるということでございますけれ

ども、これも学校現場でのそれぞれの取り組

みが、ある意味そういういじめの認知件数に

つながっているというふうに思っておりま

す。 

 ただ、そういう中でありますけれども、今

回八代の公立中学校で自殺案件が起こったと

いうことでございますので、私としては、こ

れまでの取り組みについても、もう一度原点

に立ち戻って、どういう足りない部分がある

のかないのか、そういったことも含めまし
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て、外部のそういう有識者の方も入れたとこ

ろで一度議論していただきたいというふうに

思っているところでございます。そういうふ

うな中で、足りない部分があればしっかりと

今後取り組んでいきたいと、そのように考え

ているところでございます。 

 現状では、以上のようなことでございま

す。 

 

○小杉直委員 さっき言ったように、詳しく

の議論は後議の委員会でしますけれども、確

かに学校現場あるいは教育委員会というよう

な関係者でいじめ対策を考えていくのはもう

当たり前のことですが、それだけでなくて、

その根っこには家庭教育があるわけですの

で、教育関係者も自分のところだけの対策だ

けでとどまらずに、家庭教育のあり方につい

ても踏み込むような遠慮のない考え方を持っ

てほしいなというふうに思います。 

 あすも、家庭教育基本条例についての事前

勉強会が午後からありますけれども、やっぱ

り家庭教育と学校教育と社会教育と３分野が

歩み寄らぬと、これはいじめ対策というのは

できないと思いますので、繰り返しますけれ

ども、要望になりますが、学校教育の延長線

といいますか、そのスタート点に家庭教育も

あるんだということは、遠慮のないやっぱり

対策の中に盛り込むような方向でも検討して

いただきたいと要望しておきます。 

 以上です。 

 

○山本秀久委員 今のに関連して。 

 今まで家庭訪問というのをやっているでし

ょう。あれが充実してないんだ。あのときに

大体原因がつかめるはずなんですよ。ただ来

て、お茶飲んで、様子見て帰る、そういう状

態なんだ。私はそう思うんだ。あの家庭訪問

は何のために各自やっているのかということ

自体が、ただ挨拶程度で家庭の中の様子を知

るのか。教育の状態が家庭でどうあっている

のかというのを調べるんじゃないの。ただ来

て、ああ元気でやっていますよ、頑張ってお

りますから、それで帰るような状態じゃだめ

なんだわ。あの家庭訪問というのが充実しな

けりゃ、私はいかぬと思う。一応要望してお

きたい。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 このいじめ問題について

は、先ほど小杉先生がおっしゃったように後

議の方でやりますので、きょうは、この後は

議案だけに絞らせていただきたいと思いま

す。 

 ほかにございませんか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 なければ、警察関係につ

いて質疑を受けたいと思います。 

 

○城下広作委員 私も災害数日後に阿蘇署に

行かせていただきました。大変な被害の部分

で、もう本当にびっくりしましたけれども、

使用不能の車もパトカーもありまして、災害

が起こったらパトカーというのは非常に重要

な役割をして、大変不自由なことになったろ

うというふうに思います。こういうときに

は、代車とかなんとかと――パトカーの代車

なんかがあるかないか私にはわかりませんけ

れども、どういう形で対応したのかと。当然

あるものが、ないということで、逆に言えば

県民の安心、安全に協力できないということ

になるということが考えられるわけですか

ら、この辺はどういうふうな対応をしたのか

ということ、ちょっとそれを詳しく教えてい

ただきたいと。 

 

○髙橋警備部長 警備部長の髙橋でございま

す。 

 今委員が御指摘の点につきましては、うち

としましても、その被害を認知して、警務課

に装備係というのがあるんですけれども、直
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ちにそこの車両を現地に持っていきまして、

活動に支障のないように対処したところでご

ざいます。 

 

○城下広作委員 そういう不測の事態もあり

ますので、やっぱり当日は結構行けなかった

ところも多かったと聞きますけれども、やっ

ぱりすぐかわりのものが段取りできるという

ことは常に考えとかないと、これは県下全

体、またどこでどうなるかわからなくなるの

で、よく注意していただきたいと思います。 

 それと、もう１つ。 

 私は、現場で、やっぱりあの阿蘇署は今後

も同じようなことが起こるような可能性があ

るところでございますので、場所の移転等も

含めて考えるべきところじゃないかなと。今

回はちょっと間に合いませんけれども、そう

いうことも今後検討する必要があるんじゃな

いかなというふうに思っております。ぜひ検

討ということで……。 

 

○溝口幸治委員長 貴重な意見ありがとうご

ざいます。 

 ほかにございませんか。 

 

○小杉直委員 関連してよかですか。 

 城下委員に関連してお尋ねしますが、会計

課長にお尋ねします。 

 今、車両の問題が出ましたが、警察装備品

の中で、使用不能車両４台、要修繕車両６台

等が10月完了予定と聞きましたが、来月で完

了することは間違いございませんか。 

 

○赤星会計課長 完了予定でございます。 

 

○小杉直委員 内牧交番については、いかが

ですか。10月末で内牧交番の修繕、回復もで

きますか。 

 

○赤星会計課長 同様でございます。 

 

○小杉直委員 なぜ聞いたかというと、最近

熊本市内を中心に殺人事件等の凶悪な事件が

多々あっておりますが、それについて、刑事

部長を中心に、非常に捜査されて検挙されて

おりますので、御慰労と敬意を表する次第で

すが、阿蘇署管内でも、こういう時代ですか

ら、いつ凶悪事件が発生するかわかりません

ので、それに対する対応が十分できているか

なということで聞いた次第です。 

 最後に、緊急援助隊を含めて、この災害出

動に対する県警の御努力に感謝と敬意を表し

て終わります。 

 

○溝口幸治委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第４号及び第５号について、一括して採

決したいと思いますが、御異議ありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 異議なしと認め、一括し

て採決いたします。 

 議案第４号及び第５号について、原案のと

おり承認することに御異議ありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第４号及び第５号は、原案のと

おり承認することに決定いたしました。 

 最後に、今回の大水害に関する陳情書が２

件提出されておりますので、参考としてお手

元に配付しております。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

  午前11時８分閉会 
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